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7
月
19
日（
土
）
ひ
ら
い
ず
み
夜
祭

商
工
会
夜
市

平
泉
水
か
け
神
輿
宵
宮

（
観
自
在
王
院
）

20
日（
日
）
平
泉
水
か
け
神
輿
渡
御
（
町
内
）

25
日（
金
）
商
工
会
青
年
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

生
ビ
ー
ル
大
会
（
商
工
会
館
前
）

8
月
14
日（
木
）
薪
能
（
中
尊
寺
）

16
日（
土
）
大
文
字
ま
つ
り
（
束
稲
山
）

商
工
会
行
事
予
定

7
月
8
日（
火
）〜
10
日

源
泉
徴
収
個
別
指
導
会

8
月
上
旬

サ
ー
ビ
ス
業
部
会
研
修
会

今
号
よ
り
街
づ
く
り
に
関
し
て
特
集
を
組
ん

で
お
り
ま
す
。
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平
泉
商
工
会
第
四
十
二
回
通
常

総
会
が
去
る
五
月
二
十
三
日
、
商

工
会
館
第
一
研
修
室
に
お
い
て
会

員
二
百
五
名
（
本
人
出
席
五
十
五

名
、
委
任
状
出
席
百
五
十
名
）
が

出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。
議
長
に

千
葉
直
記
氏
が
選
出
さ
れ
、
提
出

さ
れ
た
承
認
案
件
一
件
と
事
業
計

画
な
ど
六
議
案
、
報
告
事
項
一
件

が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。
役
員

の
辞
任
に
伴
う
役
員
選
挙
で
は
会

長
以
下
全
役
員
を
再
選
し
た
。

会
員
相
互
の
利
益
と
地
域
経
済

の
向
上
発
展
を
目
指
し
、
次
の
重

点
事
業
を
中
心
に
諸
事
業
を
推
進

し
て
行
く
こ
と
と
し
た
。

一
、
組
織
強
化
の
た
め
の
新
会
員

加
入
運
動
の
推
進
と
財
政
基

盤
の
確
立

一
、
地
域
に
密
着
し
た
相
談
指
導

体
制
の
確
立

一
、
行
政
、
他
団
体
と
の
連
携
に

よ
る
商
工
業
の
振
興

一
、
記
帳
機
械
化
に
よ
る
小
規
模

企
業
対
策
の
強
化

一
、
各
種
共
済
事
業
の
加
入
促
進

一
、
地
域
産
業
人
材
育
成
指
導
事

業（
パ
ソ
コ
ン
研
修
）の
実
施

一
、
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
事

業（
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
事

業
）の
実
施

提
出
さ
れ
承
認
決
定
さ
れ
た
議

案
は
次
の
と
お
り

承
認
第
一
号

平
成
十
四
年
度
事

業
報
告
書
、
収
支
決
算
書
、
貸

借
対
照
表
、
財
産
目
録
の
承
認

に
つ
い
て

第
一
号
議
案

平
泉
商
工
会
定
款

の
一
部
改
正（
案
）に
つ
い
て

第
二
号
議
案

平
泉
商
工
会
運
営

規
約
の
一
部
改
正（
案
）に
つ
い
て

第
三
号
議
案

平
成
十
五
年
度
事

業
計
画
並
び
に
収
支
予
算（
案
）

の
決
定
に
つ
い
て

第
四
号
議
案

平
成
十
五
年
度
会

費
賦
課
、
徴
収
方
法
に
つ
い
て

第
五
号
議
案

平
成
十
五
年
度
借

入
金
最
高
限
度
額
及
び
取
引
金

融
機
関
の
決
定
に
つ
い
て

第
六
号
議
案

役
員
の
辞
任
に
伴

４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
陸
前
高

田
商
工
会
か
ら
異
動
し
て
参
り
ま
し

た
。陸

前
高
田
に
約
８
年
勤
務
し
、
全

国
的
に
有
名
な
こ
の
平
泉
町
に
来
る

こ
と
が
出
来
た
と
い
う
こ
と
は
大
変

光
栄
で
あ
り
ま
す
。
不
安
だ
ら
け
の

毎
日
を
送
っ
て
お
り
ま
す
が
、
平
泉

町
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
お
言
葉
に
よ

り
日
夜
が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。

平
泉
町
の
商
工
業
振
興
の
一
助
と

な
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
事

業
所
を
訪
問
し
た
際
に
は
是
非
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
四
十
二
回
通
常
総
会

全
役
員
を
再
選

町ぐるみ、真心こめて手をつなげ

三
月
末
日
を
も
っ
て
、
平
泉
商
工

会
を
定
年
退
職
致
し
ま
し
た
。

在
職
中
は
公
私
に
わ
た
り
格
別
の

ご
厚
情
と
ご
指
導
を
賜
り
謹
ん
で
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
微
力
な
が
ら
地
域

商
工
業
の
振
興
に
決
意
を
新
た
に
大

い
に
尽
力
い
た
す
所
存
で
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
繁
栄
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

商
工
会
人
事

う
役
員
選
挙
に
つ
い
て

報
告
事
項

平
成
十
四
年
度
平
泉

商
工
会
労
働
保
険
事
務
組
合
労

働
保
険
料
特
別
会
計
収
支
決
算

の
報
告
に
つ
い
て

日
頃
は
平
泉
商
工
会
の
運
営
並

び
に
事
業
活
動
に
対
し
、
深
い
ご

理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
経
済
は
景
気
低
迷
が
長
引

き
、
地
価
や
株
価
の
下
落
す
る
デ

フ
レ
状
態
が
続
く
中
で
、
法
人
事

業
税
へ
の
外
形
標
準
課
税
の
導
入

と
消
費
税
の
中
小
企
業
特
例
の
廃

止
が
決
定
し
、
益
々
厳
し
さ
を
増

す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
私
共

商
工
会
は
地
域
の
総
合
的
な
経
済

団
体
と
し
て
地
域
の
独
自
性
を
生

か
し
た
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
所
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
Ｔ
Ｍ

Ｏ
の
設
立
に
向
け
た
協
議
の
中
で

町
当
局
と
の
話
し
合
い
が
折
り
合

わ
ず
、
当
面
は
ソ
フ
ト
事
業
を
重

点
視
し
た
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
事
業
」

の
導
入
を
決
定
し
、
こ
れ
か
ら
の

具
体
的
な
行
動
を
起
こ
し
て
ま
い

り
ま
す
。

商
工
会
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

は
、
経
営
不
況
に
伴
う
営
業
不
振

が
大
き
く
響
き
会
員
数
の
減
少
が

み
ら
れ
、
さ
ら
に
手
数
料
が
落
ち

込
む
中
で
、
自
己
財
源
確
保
の
た

め
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
商
工
貯

蓄
共
済
等
の
加
入
運
動
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

商
工
会
を
構
成
す
る
の
は
、
厳

し
い
状
況
の
下
で
日
々
額
に
汗
し

て
事
業
の
継
続
に
日
夜
奮
闘
し
て

い
る
商
工
業
者
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
自
覚
し
、
役
職
員
一
同
自
己

改
革
に
努
め
地
域
経
済
発
展
の
た

め
に
尽
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
後
共
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

退
任
あ
い
さ
つ

斎
　
藤
　
照
　
勝

新
任
あ
い
さ
つ

吉
　
田
　
康
　
洋

（
昭
和
四
十
六
年
生
・
三
十
二
歳
）

５月26日に発生した気仙沼沖地震に

より商工会館も、外壁と二階廊下の内

壁が剥がれ落ちるなど

の被害がありました。

皆様より御見舞を賜り

お礼申し上げます。

会
長
あ
い
さ
つ

地震の被害について
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消 費 者 と 明 る く む す ぶ お ら が 地 元 商 店
み　　　　　　せ

４
月１

日
　
辞
令
交
付
式

７
日
　
ス
タ
ン
プ
会
役
員
会

９
日
　
補
助
金
精
算
検
収

15
日
　
法
人
会
監
査
・
役
員
会

21
日
　
南
部
広
域
指
導
セ
ン
タ
ー

管
内
会
長
会
議

23
日
　
商
工
会
青
年
部
通
常
総
会

24
日
　
食
品
衛
生
講
習
会

25
日
　
商
工
会
女
性
部
通
常
総
会

５
月９

日
　
決
算
監
査
会

15
日
　
商
業
部
会
総
会

23
日
　
第
42
回
通
常
総
会

６
月２

日
　
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
総
会

３
〜
４
日
　
経
営
指
導
員
研
修
会

４
日
　
法
人
会
平
泉
支
部
総
会

10
〜
11
日
　
事
務
局
長
研
修
会

12
〜
13
日
　
女
性
部
リ
ー
ダ
ー

研
修
会

13
日
　
商
工
会
理
事
会

15
日
　
珠
算
検
定

17
日
　
補
助
員
研
修
会

18
日
　
商
工
会
長
研
修
会

26
日
　
南
部
地
区
商
工
会
長
会
議

27
日
　
記
帳
専
任
職
員
研
修
会

商
工
会
日
誌

平成15年度税制改正（抜粋）�

１　酒税法の改正
平成15年５月１日から、発泡酒、果実酒、合成清酒及び甘味果実酒等の酒類に係る税率が引き上げられた。

２　たばこ税法の改正
平成15年７月１日から、たばこ税率が引き上げられる。（国税と地方税を合わせて、20本入り１箱16.40円の増税）

３　消費税法の改正
（１）中小事業者に対する特例措置（平成16年４月１日以後開始する課税期間から適用）
①　事業者免税点制度の適用上限が、1,000万円（現行3,000万円）に引き下げ。
②　簡易課税制度の適用上限が、5,000万円（現行２億円）に引き下げ。

（２）中間申告制度等
①　直前の課税期間の年税額が、4,800万円（地方消費税込6,000万円）を超える事業者は、中間申告納付（原則
として、前年確定税額の12分の１）を毎月（現行３月ごと）行うこととされた。（平成16年４月１日以後開始
する課税期間から適用）

②　課税期間を３月ごととする特例に加え、新たに課税期間を１月ごととする特例が設けられた。（平成16年４
月１日以後開始する年又は事業年度から適用）

（３）総額表示の義務付け（平成16年４月１日から適用）
課税事業者が、取引の相手方である消費者に対して商品等の販売、役務の提供等の取引を行うに際し、あらか

じめその取引価格を表示する場合には、消費税額（含む地方消費税額）を含めた価格（総額）を表示することが
義務付けられた。
なお、例えば、次に掲げるような表示が総額表示に該当する

10,290円
10,290円（税込み）
10,290円（本体価格9,800円）
10,290円（うち消費税等490円）
10,290円（本体価格9,800円、消費税等490円）

４　配偶者特別控除の改正
配偶者特別控除のうち、配偶者が控除対象配偶者に該当する場合には適用される部分（配偶者控除と重複して控除
される部分）については、平成16年分以後の所得税から適用がないこととされた。

５　相続時精算課税制度の創設
平成15年１月１日以後に財産の贈与を受けた人は、次の場合に、財産の贈与をした人ごとに相続時精算課税制度を
選択することができる。
相続時精算課税制度を選択できる場合（年齢は贈与の年の１月１日現在のもの）
・財産を贈与した人（贈与者） 65歳以上の親
・財産の贈与を受けた人（受贈者） 20歳以上の子である推定相続人

（子が亡くなっているときには20歳以上の孫を含む。）
この制度を選択すると、①贈与財産の価額から控除する金額（特別控除額）は2,500万円となり、②特別控除額を超
えた部分に対しては、一律20％の税率で贈与税を計算し、③相続時には、当該制度を適用した贈与財産の価格を加算
して相続税の計算を行い、既に支払った贈与税額を相続税額から控除して精算する。
（注）この制度を選択する場合には、贈与者（父または母）ごとに「届出書」の提出が必要であり、また、一旦届出

すると、当該制度の選択を撤回することはできない。

●
日
時

７
月
８
日（
火
）

〜
10
日（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
ま
で

●
場
所

商
工
会
館
第
二
研
修
室

●
持
参
す
る
も
の

・
源
泉
徴
収
簿
（
１
月
〜
６
月
ま
で

の
給
与
・
賞
与
を
記
入
し
た
も
の
）

・
納
付
書
（
昨
年
の
決
算
説
明
会
で

配
布
し
た
も
の
）

・
扶
養
控
除
申
告
書

・
筆
記
用
具

・
計
算
器
具

（
株
）フ
タ
バ
平
泉
主
宰
親
睦
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
六
月
七
日
に
長
島

球
場
で
、
議
会
、
役
場
、
商
工
会
役

職
員
と
フ
タ
バ
平
泉
三
チ
ー
ム
の
計

六
チ
ー
ム
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
商
工

会
チ
ー
ム
は
初
戦
を
快
勝
し
た
も
の

の
、
準
決
勝
で
は
力
の
差
が
表
れ
負

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
フ
ァ
イ
ン
プ

レ
ー
や
珍
プ
レ
ー
で
盛
り
上
が
り
、

日
頃
の
運
動
不
足
解
消
と
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

源
泉
徴
収
個
別
相
談
会

親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

［ ］

“経営革新セミナー”
○開催日・テーマ
７月３日　自社の経営自己採点
10日　経営革新と経営戦略
17日　マーケティング戦略
24日　革新計画作成実践

８月７日　経営計画作成実践・講評
（全日程午後１時から５時）

○場所 ベリーノホテル一関
○講師 中小企業診断士

高橋　雅裕氏

平成15年度経営塾
第１回（７月22日）
テーマ 「パワーアップ」

タッグセミナー
場所 ベリーノホテル一関
時間 午後１時30分から

午後４時30分
第２回（８月21日）
テーマ 企業視察
場所 一関市内・平泉町内
時間 午後１時30分から午後４時
第３回（９月３日）
テーマ 企業視察
場所 一関市内・花泉町内
時間 午後１時30分から午後４時
第４回（９月16日）
テーマ 法律セミナー
場所 一関文化センター
時間 午後２時から午後４時
セミナー・経営塾のお問い合わせは商

工会まで。



青
年
部
コ
ー
ナ
ー�

青
年
部
コ
ー
ナ
ー�

女
性
部
コ
ー
ナ
ー

女
性
部
コ
ー
ナ
ー�

女
性
部
コ
ー
ナ
ー

女
性
部
コ
ー
ナ
ー�

青
年
部
コ
ー
ナ
ー

青
年
部
コ
ー
ナ
ー�
青
年
部
コ
ー
ナ
ー

青
年
部
コ
ー
ナ
ー�

女
性
部
コ
ー
ナ
ー�

女
性
部
コ
ー
ナ
ー�

待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
チ
ケ
ッ
ト

を
購
入
の
上
、
是
非
ご
来
場
下
さ
い
。

期
日

七
月
二
十
五
日
（
金
）

時
間

午
後
六
時
〜
九
時

場
所

商
工
会
館
前

会
費

三
千
円

チ
ケ
ッ
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、
商

工
会
事
務
局
又
は
部
員
等
が
販
売
し

て
お
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
ご
購
入

く
だ
さ
い
。
な
お
、
益
金
は
例
年
同

様
町
内
学
校
施
設
で
教
育
に
役
立
て

て
い
た
だ
き
ま
す
。

四
月
二
十
五
日
、
第
二
十
五
回
目

の
通
常
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
収
支
予
算

案
、
会
費
の
額
・
徴
収
方
法
を
原
案

通
り
可
決
し
、
全
国
商
工
会
連
合
会

の
役
員
の
任
期
と
合
わ
せ
る
た
め
役

員
改
選
を
行
い
ま
し
た
。
新
役
員
は

次
の
通
り
で
す
。
部
長
　
鈴
木
宏
枝
、

副
部
長
　
滝
沢
冨
美
子
・
菅
原
つ
や

子
、
常
任
委
員
　
千
葉
文
子
・
千
葉

節
子
・
高
橋
恵
子
・
小
野
寺
敏
子
・

関
　
俊
子
・
小
室
光
子
・
鈴
木
ヨ

ネ
・
小
松
代
か
え
子
・
佐
藤
ト
シ

子
・
小
岩
た
か
子
・
岩
渕
良
子
・
高

橋
恵
子
、
監
事
　
阿
部
澄
子
・
千
田

イ
サ
子
以
上
の
方
々
で
す
。

六
月
七
日
、
各
女
性
部
団
体
に
協

力
を
呼
び
か
け
、
朝
五
時
よ
り
ア
メ

ニ
テ
ィ
ー
道
路
を
清
掃
致
し
ま
し
た
。

雑
草
に
お
お
わ
れ
て
い
た
歩
道
が
、

清
掃
終
了
後
き
れ
い
に
な
っ
た
の
を

肌
で
感
じ
ら
れ
る
、
気
持
ち
の
良
い

朝
で
し
た
。
そ
の
後
を
朝
田
建
設
㈱

様
が
、
引
き
続
き
清
掃
し
て
く
だ
さ

り
、
さ
ら
に
和
が
広
が
っ
て
お
り
ま

す
。物

資
等
の
提
供
・
協
力
を
戴
き
ま

し
た
、
き
れ
い
に
す
る
会
・
役
場
建

設
課
様
に
は
紙
面
を
お
借
り
し
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

四
月
二
十
三
日
、
商
工
会
館
に
於

い
て
第
三
十
六
回
商
工
会
青
年
部
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
提
出
議
案

す
べ
て
承
認
決
定
し
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
で
は
部
長
に
吉
積
弘

行
君
を
選
出
し
た
。

新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

部
　
長

吉
積
弘
行

副
部
長

千
葉
直
彦
・
高
橋
拓
生

常
任
委
員

千
葉
晃
・
加
藤
正
浩
・

佐
藤
利
久
・
遠
藤
茂
・
千
葉
泰
行
・

小
松
代
篤
・
千
葉
哲
也
・
千
葉
之

和
・
石
神
正
和
・
内
沢
光
伸
・
千
葉

直
樹
・
鈴
木
繁
夫
・
卓
地
研
一

監
事

丸
山
芳
広
・
佐
藤
長
伸

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
商
工
会

青
年
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
生
ビ
ー
ル
大

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
ビ
ー
ル
、
つ
ま
み
を
用
意
し
て
お

雨
に
煙
る
コ
ー
ス
を
走
り
抜
け
る

女
性
ラ
イ
ダ
ー
。
昔
見
た
映
画
の
ワ

ン
シ
ー
ン
を
彷
彿
と
さ
せ
て
く
れ
る

の
は
千
葉
ゆ
り
先
生
。
高
橋
ま
ゆ
み

先
生
。
ヤ
ン
グ
マ
マ
の
や
さ
し
く
厳

し
い
お
二
人
を
始
め
、
地
域
の
交
通

安
全
教
育
、
延
い
て
は
、
人
間
と
し

て
ど
う
あ
る
べ
き
か
の
社
会
教
育
機

関
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
行
く
と

い
う
千
葉
吉
秋
先
生
。
等
々
の
優
秀

な
先
生
方
に
囲
ま
れ
沢
山
の
生
徒
さ

ん
が
、
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
表
紙

の
逞
し
い
青
年
は
、
一
関
市
青
葉
町

の
大
島
一
浩
さ
ん
。
就
職
の
為
の
免

許
取
得
。
親
切
で
丁
寧
だ
よ
。
と
友

達
に
進
め
ら
れ
て
こ
の
学
校
を
選
び

ま
し
た
。
一
関
市
末
広
の
加
藤
克
子

さ
ん
は
、
自
分
の
世
界
を
広
げ
た
い

と
、
猛
勉
強
中
。
老
親
の
通
院
送
迎

や
、
子
育
て
後
の
自
分
発
見
の
為
の

生
徒
さ
ん
も
、
多
い
そ
う
で
す
。

こ
の
夏
、
平
泉
へ
観
光
や
買
い
物

に
颯
爽
と
、
ド
ラ
イ
ブ
し
て
く
る
克

子
さ
ん
や
一
浩
さ
ん
に
会
っ
た
な
ら
、

皆
さ
ん
宜
し
く
!!

会
報
に
は
地
元
商
店
愛
用
標
語
が

載
っ
て
お
り
ま
す
が
、「
消
費
者
と

明
る
く
む
す
ぶ
お
ら
が
○
○
○
○
」

の
○
に
当
て
は
ま
る
言
葉
は
何
で
し

ょ
う
か
。

官
製
は
が
き
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
商
工
会

ま
た
は
、
会
報
に
対
す
る
ご
意
見
、

要
望
を
お
書
き
の
上
、
商
工
会
宛
お

送
り
く
だ
さ
い
。
締
切
り
七
月
三
十

一
日
（
厳
守
）
抽
選
の
上
、
五
名
様

に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

発
表
は
次
回
の
広
報
。

平
成
十
五
年
三
月
一
日
発
行
の
商

工
会
報
ク
イ
ズ
の
答
え
は
、「
四
代

目
」
が
正
解
で
し
た
。
抽
選
の
結
果

五
名
様
に
記
念
品
を
贈
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
な
お
、「
魅
力
あ
る

夜
市
に
し
て
ほ
し
い
」、「
ス
タ
ン
プ

二
倍
デ
ー
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
等

の
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
充
分

に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
三
十
六
回
通
常
総

会
開
催

ビ
ー
ル
愛
飲
家
の皆様

へ

商
工
会
報
ク
イ
ズ
の
答
え
発
表
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五
月
二
十
六
日
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
（
Ｍ
）
７
・
０
と
い
う
規
模
の
地

震
に
は
大
変
驚
き
ま
し
た
。

国
の
地
震
調
査
委
員
会
は
、
約
四

十
年
に
一
度
発
生
し
て
い
る
宮
城
県

沖
地
震
の
発
生
確
率
は
、
三
十
年
以

内
に
99
％
、
二
十
年
以
内
に
88
％
、

十
年
以
内
に
39
％
と
予
測
し
て
い
る
。

来
る
べ
き
宮
城
県
沖
地
震
は
、
今

回
の
地
震
の
程
度
よ
り
大
き
い
と
い

う
話
で
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
私
達
は
地
震
対

策
を
見
つ
め
直
し
、
備
え
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。（
Ｈ
・
Ｙ
）

編編編編

集集集集

後後後後

記記記記

となり の 町 よ り 、 と な り の お 店

合
格
お
め
で
と
う

第
百
二
十
九
回
珠
算
検
定
試
験

三
級

坂
本
敦
志
（
辻
分
珠
算
学
院
）

六
級

阿
部
千
尋
・
阿
部
由
貴
（
以

上
東
山
珠
算
教
室
）

商
工
会
報
ク
イ
ズ

表
紙
の
声


